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給食旗謙して雛麟齢まるす給食峨隣も
よ嘩にしても筋た脚磁拒翻琿らな靱臓が
細撫理噂灘続じ飾ると・シ本厭普敵撒
生活をする群が出来る。しかし毎日、家力1・ら引らぱり出

駆轍臨硬ぐるの猷変瀧いう＝ダ
　家族　　　　　、 …卸

　∫交親1加歳一 犬李卒め会挫寅　　』・紹
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　 出生状況い一・』き 一1、乳 滞i：：㌧∫・』△

　11 出産は吸引分娩そ歪常な分娩である5

　　出生時体重』乞93ぢダセ健康ど因”㍗〕硫∴・ご阻

凍輩 1卦 1回1111雌プ1… 』rF ぐヒ』（：ヨ

　軍～母親め毎乳が 出すぎゼボ乳腺炎を起こし易ぐ，、そφ

ぞ為注射ゼ乳を止あ，欠人工栄養で育てた5’』 」1♪へ 1や

鵜全舵じて食欲慮少なぐ，偽ま り食べなかづた。

チ問題の発生詐㌧・愉 ㌧　・ぷ

　r幼権園時代に噺2回， 幼稚園を嫌が6た鵡があっだ
が，二そφ時は無瑛切り抜けた6 　　レ・㌔

　今度は小学校1年生で，給食の場面でおきだ。給食の

とき，この子が全部をたべなかうたので，先生が無理鱒

rスブーンで口の中に押し込んだ。そのときは吐いてしま

い，先生は子どもが自発的にあとを食べるよう指導して

子どもから離れた。しかしこの子は，そのあとは給食を

たべず・ 遊んでおり・それが先生に見？かりなぐられた

という。それ以来学校に行きたがらなくなった。今は給

食は残してもまが凄にし《貰ぢ宅いる訪章学校には行き

だがらなレ5乙ン』：・ン・い㌧

　1毎朝学校だ将嵐と ぎ瞳喚ち“ぢ砥航を示すが・∫無理に

蓮紋槌，訟齢親と雌批儲舜， あと1評気
セ，’グづ気の南にいる凄が出来る♂しがし毎日無理零学

校にられそ行ぎ，クジズに置“ぞ来るのが大変であるど
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　テス向トの結果　 ■　　　　　　　　　　　

…ジ薙齢鎌どネ鴫痘11瓦磯鯛所緩
A・6歳r崩21』Q」は132議秀な知鰹麹鎧
．2）・櫛簿とレてC・A・丁準難たマ、糊響つ1

嫡瞬らや勧づ燐雛中遡擁す麹‘磯
清醐嘩さを思むせる談ムとも饗脚ザ 麹萌・

爵沸雌 弊対して艦鱒磁く遡麹脚1
郷加㌔ 棚する話く例えば断子にな鰭弟複餌
にづかまづて困っている弟を助ける話〉カミ多いびし1がじ

舞癖は麟をしても勝てなレ鯨渾動葉磁幡塗

族蜘の擁9が多いが謀親確無躰鞭律や
し七セあろうる実生活では，父親は休みのどきば，、ま㌧ぐ

この子の相手をしてやっ ているという 。『㌧

　3）母親に親子関係検査を実施しくみる・と危険度の領

域はどこにもないが・溺鯉と離型に鰍的高い轍』
を示している。又稜極的拒否型にも比較的高い点数を示

してレ減これは稲しているように見えるが泌ザし1

もそうでなく・一方で嗣盲従であり乍ら’・こρ諜講．

高い期待を押しつけ，これが必ずしも母親の理待を澗穫．

させていないので拒否的になる面も現れる事を示媛∫慈、：1
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るよう㌢こ思える。しかし，こうした母親の態度が直接登

校拒否に強い関係をもっているようにも見えない。その

主な原因を署ねてこの子の生活歴を追ってみる礁にす

る。　　　　　　　　　硫
　生活歴と家庭の状況

　1）先ず学校では給食は残してもよいという許可をと

っているのであるから，この蛮を子ども鱒確僑ざせる こ

と。

　2》ミ母が本児をがま1いすぎるので，本児の自立のため

に， かまいすぎないように努力すること。

家中が本児を中心として回転してい菱駕弩餐見夜るも美1拭裟鎗＝t難堤¢母理に対する分離不安を減少するために，

弟は元気なので，親の注意に入らず，ある意味で無視さ

れているg

　母親は杢卑の世話をやき嬉ぎてお格ド委卑Φ母親に対

する依存度は高い。給食を契機に登校拒杏を起こ’してい

るが，母親に対する分離不安がかなり商く，これが登校

拒否の大きな原因の一つをなしていると考えられる。

　母親は，本児の世話をやきすぎ，風呂も一緒に入れる

し，暑くなヤ、？　寒くない？　瘤くない？　疲れない？

と生活全般に一々気を使っている。母親はこの子が心配1

で心配で，この子を離せないでいる。本児は，母親に対

して分離不安をもっているが，これは，母親の分離不安

の結果であると思われる。

　毎日 しぶう本児ξ無理に学挾匹っ苑巧行ってい多わけ

であるが，父親と母親とでは奇妙な反応の差を示して矯

郡畷力漁理吃幹麺行くζぎは・・騨出1るときに

賎 そ尊理六き．徽揖筑を歩さない。その代り学稼で母粍

≧離れる事に大変な揖筑を歩す。；れに反レて父親グ連

れて行く匙きセネ駄寒を串為≧きに大変な抵抗を示すカ｛，

家を出てしまうと学校に着いて，父親と離れるときはあ

まり抵抗を示さず，父親と離れて学校の中に入．、ってい

細煮う刃き術靱南季垣り碕離不安が尽親との夢離不安

であ多 ことi脅綿確疑暴し下矯多藁考え亀塵う。

摯理．． 』」二・ 、1』 1魅
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』挙堤卑肇球揖否g芋琴厚因が， 無親の分離不安にあ

鮎碕れ、力興舞り参障不窄から釆ているらしいと考えら

れ黍牙）㍗へ．室堤g不宰奮李なくなる為に，行動療法掌

恥曜騨卯鐸勘・かつ母親をこは・カウンセリ

7客参必要雪南こ憂4考え孝gしかし，時期がわるく，我

タ曜研窄厭Φ學鰭みギ殆まる頃であったりで・ガイダ》

種通じ駆朱糞撰瞬親とり生活の改善力・ら・治療

の第｝歩琴み否声呼レた。幸酔荊親≧も癖態を正確呼理

解する；とが出辛声≧考零られたからである。
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母親と離れても楽しい生活のあることを徐々に経験させ

ようとした。このために母親と離れて，父親と2人で外

で泊る機会を作り，母と共でなく，しかも楽しい生活を

経験させようとした。

　7月中頃母親から電話での相談があり，学校で7月20

日から2泊3日のキモとブグあるが，夜尿も．あり，親か

ら離れての生活も心配だから迷っているという話があっ

た。、；れは母親と離れて暮らす非常によいチャンスだか

ら是非行かせるよ与に。夜尿も先生によくお願いしてお

臆大妹燃らと・ヤソブ鯵力・す御をすすめ
た。結局父親が学校まで送ってゆき，キャンプに参加し

た◎

　7月20日，母親より報告あり，学校のキヤンプ蟻参加

したこζ。，父親が学校まで連れズ行？なら糠学稼で衆親

から離弗て仲間の中に入う寮が、出来たこ≧ぐ、決
、ヒ1、、レ

　夜尿の心配も奪く・＄日間の共同隼活を送？で乖無で・

帰って来たことg　　　　　　　　　　　　』．
．＝、 ，

　これで先ず心配は大分やわらいだので・．β学期り棟子

をみることにした。　　　　 　．　　　　　奇繋

　10月19日（1976），孝学期，も21次月すぎた頭母規より

電議あり，キャソブののうも，母羅と離れて．父舞ぐ2人

で旅行などにときどき行った。現在は乖気で通学レてい

る。しかし給食に少し心配があるから， この子の問題点

を学校に知らせて貰えないかζヤ1・うので乳 このテの問題

点と，給食に関する留意点を学較に知らサ為重、F・

　この礁例は，セラピストが治療に直接当らな加桑糞

が・両親を指導して，本児に薄する聾度を取めざサた。

分離不安が比較的小さいと思われる．日常的旅行畔ぷ る母

親との分離に徐々に慣れさせて・ 自信を持な撃る 塁とに

より，学校場面に於ける分離不安を減少さ甘農軌。勿静母

耀のかまいすぎを止めさせ， 自立ρ習慣乾こ奉レ鳶㊨も，

側面的な効果があったと思．う“現在問屠なく， 元気に学

核殖辱っていうo
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